
7月29日（木） 島地川ダム上流の新平ヶ原公園キャンプ場において「森と湖に親しむ集い（水辺の教室や魚の放流）」

が行われ、15組42名の親子の参加がありました。川底の石の下にすんでいる水生生物を採取して川の汚れ具合を調

べる水辺の教室では、子どもたちがずぶ濡れになりながらも元気いっぱいに虫を捕まえていました。又、水辺の教室の

後は、アマゴをそれぞれのバケツに入れてもらい、10cm程度の大きさに育った稚魚を一斉に放流するなど水辺での楽

しいひとときを過ごし、 午後からは希望者対象でダム見学会も行いました。ダム見学会の参加者は、ダムの底にあるト

ンネル(監査廊）の中が涼しいことや、ダムの放流口から流れ落ちてくる水の迫力に驚いた様子でした。
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島地川ダムと高瀬湖

高瀬湖だより高瀬湖だより

生き物を捕まえよう！

アマゴの放流！
大きくなってね！

島地川ダムに仲間入り！

「森と湖に親しむ集い」の参加者

ダム見学会の様子

種類確認

「森と湖に親しむ旬間」
統一 シンボルマーク

きれいな水にすむ生物 優勢勝ち！
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島地川ダム

8
月
1
日
（
日
）周
南
市
の
米
光

地
区
に
お
い
て
和
田
地
区
自
主
防

災
協
議
会
主
催
の
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
の
住
民
や

地
区
内
に
あ
る
諸
施
設
、
防
災
関

係
機
関
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
自

主
的
な
実
戦
訓
練
が
行
わ
れ
、
島

地
川
ダ
ム
も
地
区
に
あ
る

３
つ
の

放
流
警
報
所
を
利
用
し
て
周
南
市

か
ら
の
要
請
に
よ
る
避
難
情
報
の

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

「備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」で
、
今

回
の
訓
練
を
実
際
の
災
害
時
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
広
島
東
洋
カ
ー
プ
で
炎
の
ス
ト
ッ
パ
ー
と
言

わ
れ
最
優
秀
救
援
投
手
な
ど
に
輝
い
た
津
田
投
手
は

島
地
川
ダ
ム
の
下
流
に
あ
る
周
南
市
の
和
田
が
出
身

地
で
、
山
口
県
立
南
陽
工
業
高
等
学
校
時
代
に
は
甲

子
園
ベ
ス
ト
８
の
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏

の
高
校
野
球
の
山
口
県
代
表
と
し
て
そ
の
南
陽
工
業

高
等
学
校
が
出
場
、
残
念
な
が
ら
初
戦
で
惜
敗
し
ま

し
た
が
、
津
田
投
手
の
出
身
地
・和
田
に
あ
る
母
校

の
和
田
中
学
校
に
は
、
生
前
の
津
田
投
手
を
称
え
て

「顕
彰
碑
」が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
梅
雨
が
明
け
た
と
同
時
に
猛
暑
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

熱
中
症
対
策
と
し
て
十
分
な
睡
眠
や
塩
分
・水
分
の
補
給
を

こ
ま
め
に
行
う
な
ど
体
調
管
理
に
努
め
て
厳
し
い
夏
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

九
州
北
部
に
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て
南
か
ら

暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
前
線
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、

７
月
13
日
朝
か
ら
山
口
県
全
域
で
断
続
的
に
激
し
い
雨
が
降
り

続
き
ま
し
た
。
こ
の
豪
雨
に
よ
り
島
地
川
ダ
ム
流
域
で
は
、
7

月
12
日
の
降
り
始
め
か
ら
の
総
雨
量
が
３
２
６
ミ
リ
を
記
録
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
瀬
観
測
所
の
総
雨
量
は
２
９
９
ミ
リ
を
記
録

し
、
時
間
最
大
雨
量
は
３
７
ミ
リ
（7
月
13
日

6
時
）を
観
測

し
ま
し
た
。

こ
の
洪
水
で
島
地
川
ダ
ム
は
約
２
０
２
万
４
千
立
方
メ
ー
ト
ル

の
水
を
ダ
ム
に
蓄
え
、
川
の
水
を
減
量
し
て
和
田
地
点
の
水
位

を
最
大
２
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
（推
定
）低
減
さ
せ
、
ダ
ム
下

流
の
河
川
の
水
位
上
昇
を
緩
和
す
る
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

7
月
13
日
～
14
日
の
洪
水
時
の

島
地
川
ダ
ム
効
果
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島地川ダムの洪水調節の状況
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島地川ダムの流域平均雨量の状況
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顕
彰
碑

期
間
限
定
企
画

勝
手
に
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
☆

～
は
ぜ
ピ
ー
の
部
屋
へ
よ
う
こ
そ
～

清
流
デ
ビ
ュ
ー
を
さ
れ
た
ア
マ
ゴ

さ
ん
が
感
謝
状
を
持
っ
て
勝
手
に
ワ

シ
の
部
屋
へ
や
っ
て
き
た
。

～
感
謝
状

７
月
29
日
、
森
と
湖
の
集
い
に
お
い

て
、
ア
マ
ゴ
の
稚
魚
た
ち
を
た
く
さ
ん

放
流
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
深
～
く

感
謝
い
た
し
ま
す
☆

サ
ケ
科

ア
マ
ゴ
代
表

ア
マ

ア
マ
子
～

は
ぜ
ピ
ー
は
ア
マ
子
を
突
き
飛
ば
し
て
部
屋
を

飛
び
出
し
、

知
り
得
た
雑
学
を
ひ
け
ら
か
し

て
ま
わ
っ
た
と
か
ナ
ン
ト
カ
。

お
し
ま
い
☆

●
モ
ウ
シ
ョ
ニ
ヤ
ラ
レ

ヒ
カ
ラ
ビ
ル
ス
ン
ゼ
ン
ノ
ワ
シ
。

ダ
レ
カ
ワ
シ
ヲ

ナ
ン
キ
ョ
ク
ニ
ホ
ウ
リ
ュ
ウ
シ
テ
ハ
ク

レ
マ
イ
カ
。
ソ
ン
ナ
ユ
メ
ヲ
ミ
ル

ハ
ゼ
ピ
ー
ノ
ナ
ツ
。

―
ア
マ
子

は
ぜ
ピ
ー
さ
ん
、
突
然
で
す
が

こ
ん
に
ち
は
。

―
は
ぜ
ピ
ー

ど
ち
ら
さ
ん
じ
ゃ
ろ
ー
か
。

あ
ん
た
ヤ
マ
メ
？

ー
ア
マ
子

い
や
だ
わ
、
ヤ
マ
メ
だ
な
ん
て
。

ア
マ
ゴ
の
ア
マ
子
で
す
、
も
う
。

ア
マ
ゴ
は
パ
ー
マ
ー
ク
（
朱
点
）

が
あ
る
こ
と
で
ヤ
マ
メ
さ
ん
と
区

別
で
き
る
ん
で
す
。
わ
た
し
た
ち

の
方
が
水
玉
模
様
で
お
し
ゃ
れ
で

し
ょ
♪

―
は
ぜ
ピ
ー

・
・
・
・
・
・

―
ア
マ
子

わ
た
し
た
ち
ア
マ
ゴ
と
ヤ
マ
メ
さ

ん
は
一
生
を
川
で
過
ご
し
ま
す
が
、

川
で
生
ま
れ
て
海
へ
出
て
行
く
サ

ツ
キ
マ
ス
と
サ
ク
ラ
マ
ス
も
実
は

同
じ
種
な
ん
で
す
よ
♪

―
は
ぜ
ピ
ー

な
ん
と
！
そ
り
ゃ
ー
ま
た
や
や
こ

ら
し
い
の
ー
。

―
ア
マ
子

ま
、
知
ら
な
く
っ
て
も
全
然
問
題

な
い
け
ど
、
知
っ
て
た
ら
モ
テ
ま

す
よ
、
多
分
。

―
は
ぜ
ピ
ー

な
ん
と
！
ま
こ
と
か
、
そ
ゃ
ー
！

―
ア
マ
子

き
ゃ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
！
！
！
！

アマ子


